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 区分
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

    刑法犯少年 53 30 42 49 61

犯罪少年 49 20 36 40 53

触法少年 4 10 6 9 8

再犯者率 30.6 25.0 41.7 30.0 30.2

　

　　

　　　

　

　 　 

　　　　 　

　　　 

　　

　  

   　単位/人　※再犯者率は％

〇 罪種別：窃盗犯が34人で、全体の55.7％を占め、次いで占有離脱物横領罪の12人などとなっています。

令和６年中の春日警察署管内の少年非行情勢【確定値】

１．刑法犯少年の検挙補導状況

２．不良行為少年の補導状況

〇 学識別：高校生30人、中学生17人、小学生2人

283人（前年比－184人）

〇 学識別：高校生134、中学生29人、小学生2人、大学生10人

その他の学生15人、有職少年50人、無職少年43人

※ 不良行為少年～犯罪行為には該当しないが、飲酒、喫煙、深夜はいかい、

大学生4人、有職少年5人、無職少年3人

※ 刑法犯少年～刑法に規定する罪を犯し、又は触れる行為を

〇 大麻乱用

３．福岡県内全体の少年非行情勢

〇 行為別：深夜はいかいが159人で、全体の56.2％を占め、次いで喫煙の

112人で、全体の39.6％を占めています。

※ 再犯者率～犯罪少年の検挙人員のうち、再犯者が占める

家出、その他自己又は他人の徳性を害する行為をしている

少年をいいます。

割合をいいます。

した犯罪少年（14歳以上20歳未満）、触法少年

（14歳未満）をいいます。

！ 成年年齢は１８歳に引き下げられましたが、引き続き２０歳未満の者の飲酒・喫煙は禁止されています。

〇 刑法犯少年の検挙補導人員 〇 不良行為少年の補導人員
1,485人（前年比－33人） ！全国６番目に多い 18,250人（前年比－2,009人）

81人（前年比－28人）

〇 喫煙が9,775人で最も多く、次いで深夜はいかいの7,684人〇 窃盗犯が782人で最も多く、傷害、暴行等の粗暴犯が265人

〇 高校生が476人で最も多く、次いで中学生の398人 〇 高校生が6,486人で最も多く、次いで有職少年の4,545人

中学生は2,272人、小学生は94人

深夜はいかいや喫煙などの不良行為は少年からの
非行のサインです。
そのまま放置すると、本格的な非行へとエスカレー
トするおそれがあります。
「たかが喫煙」などと安易に考えることなく、少年か
らのメッセージとして受け止め、真剣に対応しましょう。

少年非行の入り口と言われる初発型非行（「万引き」、「オートバイ盗」、
自転車盗」、「占有離脱物横領」の総称）で検挙補導された少年は38人
です。
初発型非行は、単純な動機から安易に行われ、非行の進度が比較的
低いものが多く、早期に発見し、適切な指導が必要です。

！ 大麻に関する法律が改正され、「所持」、「譲渡」等に加え、「使用」についても犯罪となりました。

〇 ＳＮＳに起因する性被害

☞ フィルタリングを必ず設定しましょう。

SNSに起因する性被害から子供を守るために！！

スマートフォン等の普及に伴い、ＳＮＳに起因する児童・生徒の性被害は依然として後を絶ちません。

〇 犯罪に加担する少年
令和６年中に特殊詐欺で検挙された少年は、前年同数の１１人です。

加担防止３か条
☞ ＳＮＳでの仕事の募集に応募しない！

☞ 誘われたら、はっきりと断る！

☞ 家族、身近な人、警察にすぐに相談する！

闇バイトは、バイトではなく犯罪です

こんな言葉に注意！
「高額収入」、「高額バイト」、 「安全に稼げます」
「リスクなし」、「ホワイト案件」、「誰にでもできる簡単な仕事」

☞ 警察に相談しましょう。

～ お子さんが裸の画像等を要求された場合、既に画像を送信してしまった場合も、被害拡大を防止するため、ためらわずに警察に相談しましょう。

☞ 日頃から子供とのコミュニケーションを大切にし、子供と話し合って「家庭のルール」を決めましょう。

～ 利用時間や利用場所、インターネット上に名前や学校名など個人情報を書き込まない、下着姿や裸などの写真を絶対に送らない～




